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令和６年

月日 日程 時間 場所 出演組等

2/17

えんぶりの日

奉　納 7：00～
長者山新羅神社

撮影会 8：00～9：00 剣吉（ド）・重地（ナ）
行列待機 奉納終了後 まつりんぐ広場
行　列 10：00～ 鍛冶町出発 参加全組はホームページでご覧ください。
一斉摺り 10：40～11：20 十三日町・三日町・六日町・十六日町・ヤグラ横町
参　拝 行列終了後 三八城神社 えんぶり組のみ
御前えんぶり 12：15～ 八戸市庁本館前　市民広場 妙（ド）
えんぶり公演
（アート&コミュニティ主催） 13：00～16：00 八戸市公会堂（前売¥1,000/当日¥1,100） 公演に先立ち、えんぶり伝承師認定式を行います。

櫛引上（ド）、子供えんぶり（北稜中／白鷗小）、横町（ナ）
マチニワえんぶり公演 ①13：30　②17：00 マチニワ ①名川中学校　②市庁（ド）
お庭えんぶり 17：00～18：10、 19：15～20：20 更上閣（前売制）　※購入方法は裏面のとおり 東十日市（ド）、平内（ナ）
ふるさとの歌ステージ 17：00～17：45

八戸市庁本館前　市民広場
前川原チカ子、中城さつき、小西礼子、乙坂しのぶ

かがり火点火式 17：45～
かがり火えんぶり ①18：00　②19：00　③20：00 ①田代（ド）　②福田上（ド）　③大久保（ド）

2/18

史跡根城えんぶり 11：00～12：00 史跡根城の広場（入場料¥250） 新組（ド）
マチニワえんぶり公演 ①12：00　②17：00 マチニワ ①妙（ド）　②鳥屋部（ド）
えんぶり公演
（アート&コミュニティ主催） 13：00～16：00 八戸市公会堂（前売¥1,000/当日¥1,100） 石堂（ナ）、子供えんぶり（中居林小・青潮小）、荒谷（ド）

お庭えんぶり 17：00～18：10、 19：15～20：20 更上閣（前売制）　※購入方法は裏面のとおり 重地（ナ）、小中野（ド）
ふるさとの歌ステージ 17：00～18：00

八戸市庁本館前　市民広場
乙坂しのぶ、前川原チカ子、中城さつき、小西礼子

かがり火えんぶり ①18：00　②19：00　③20：00 ①八太郎（ド）　②常番町（ド）　③細越（ド）

2/19

史跡根城えんぶり 11：00～12：00 史跡根城の広場（入場料¥250） 中居林（ナ）
マチニワえんぶり公演 ①12：00　②17：00 マチニワ ①塩町（ド）　②妻神（ド）
えんぶり一般公開 ①13：00　②14：00 八戸市庁本館前　市民広場 ①横町（ナ）　②上組町（ド）
お庭えんぶり 17：00～18：10、 19：15～20：20 更上閣（前売制）　※購入方法は裏面のとおり 糠塚（ド）、賣市（ナ）
ふるさとの歌ステージ 17：00～18：00

八戸市庁本館前　市民広場
小西礼子、乙坂しのぶ、前川原チカ子、中城さつき

かがり火えんぶり ①18：00　②19：00　③20：00 ①東十日市（ド）　②研賛会（ド）　③日計（ド）

2/20

マチニワえんぶり公演 ①12：00　②17：00 マチニワ ①山道（ド）　②内丸（ド）
えんぶり一般公開 ①13：00　②14：00 八戸市庁本館前　市民広場 ①中居林（ナ）　②大久保（ド）
お庭えんぶり 17：00～18：10、 19：15～20：20 更上閣（前売制）　※購入方法は裏面のとおり 石堂（ナ）、十一日町（ド）
ふるさとの歌ステージ 17：00～18：00

八戸市庁本館前　市民広場
中城さつき、小西礼子、乙坂しのぶ、前川原チカ子

かがり火えんぶり ①18：00　②19：00　③20：00 ①仲町（ド）　②新組（ド）　③内丸（ド）

土

日

月

火

令和 6 年 八戸えんぶり行事日程 ※日程、出演組は天候等により変更となる場合があります。

主催/八戸地方えんぶり保存振興会
協賛/八戸市・八戸市教育委員会・八戸商工会議所・八戸年中行事協賛会・八戸地方えんぶり連合協議会・VISITはちのへ
後援/NHK青森放送局・デーリー東北新聞社・東奥日報社・青森放送・青森テレビ・青森朝日放送・八戸テレビ放送・コミュニティラジオ局 BeFM

主催/八戸地方えんぶり保存振興会
協賛/八戸市・八戸市教育委員会・八戸商工会議所・八戸年中行事協賛会・八戸地方えんぶり連合協議会・VISITはちのへ
後援/NHK青森放送局・デーリー東北新聞社・東奥日報社・青森放送・青森テレビ・青森朝日放送・八戸テレビ放送・コミュニティラジオ局 BeFM

注：（ド）ドウサイえんぶり （ナ）ナガえんぶり注：（ド）ドウサイえんぶり （ナ）ナガえんぶり

　えんぶりは、年の初めに豊年満作を祈る民俗
芸能です。全国に「田遊び」を基にした民俗芸能
が残されていますが、えんぶりもその一種といわ
れています。えんぶりという名称は土をならす農具
「　（エブリ）」に由来するものと考えられ、烏帽
子を被った太夫が持つ「ジャンギ」はその象徴と
されます。
　えんぶり組は３人或いは５人の太夫を中心に
20～30名で構成され、動きがゆっくりとした
「ながえんぶり」とテンポが速く唄の間に（どう
さい）の掛け声が入る「どうさいえんぶり」の２
つの系統があります。太夫が舞うことを「摺る」と
いい、摺りの間に「エンコエンコ」などの祝福芸
が演じられます。
　発祥は今から800年以上前に甲斐の国（現在
の山梨県）から当地にやってきた南部遠祖の家
来たちによってはじめられたなど諸説唱えられて
おり、昭和54（1979）には国の重要無形民俗
文化財に指定されました。現在も八
戸市を中心に30組以上のえんぶり
組が活動を続けており、諸芸を次代
へ受け継いでいます。

八戸えんぶり 検索

えんぶりの歴史と現在

えんぶりHP

・一般財団法人 VISITはちのへ　☎ 0178－70－1110　・えんぶり本部（期間中 / 臨時）　☎ 0178－22－5220（9：00～21：00）


